
【小草畑セクションにおけるByk-A火山灰層とKOSS-2スコリア層 】

※各テフラの名称をクリックすると拡大画像が見られます。

地理院地図（電子国土WEB）に加筆

GSSP申請グループが「重複している」とするByk-A火山灰層とKOSS-2スコリア層は

小草畑セクションにおいては下の写真が示す通り明瞭に識別できる。

このほか、小草畑セクションから更に北東へ2kmほど離れた平蔵川においても

明瞭に識別可能であり、両テフラ間の層厚も概ね2m程度である。

また、千葉セクションから南西に1.7kmほど離れた柳川セクションでも同様であり

GSSP申請グループの説明では『千葉セクション近傍のみ、KOSS-2スコリア層が存

在しない』という事になり、不整合または無堆積（地層の不連続）を示唆するもの

となる。
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https://www.paleokantogeo.org/wp-content/uploads/kokusabata-Byk-E.bmp
https://www.paleokantogeo.org/wp-content/uploads/kokusabata-KOSS-2.bmp
https://www.paleokantogeo.org/wp-content/uploads/kokusabata-Byk-A.bmp
https://www.paleokantogeo.org/wp-content/uploads/kokusabata-Byk-A.bmp
https://www.paleokantogeo.org/wp-content/uploads/kokusabata-KOSS-2.bmp

